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インターバンクの声 （2016年 5 月 17 日） 
 

比較的穏やかな相場だった東京市場の後、週明けの海外市場の円相場も波乱なく

１０８円台後半での取引時間が長く続き、ニューヨーク市場の後半になって１０９円台

に乗せて来た。個人的には週末に発表されていた中国の鉱工業生産や小売売上

などの指標悪化に欧米市場が反応して来るのではと心配したが、昨日は金曜日の

米小売売上高を中心に米経済指標が堅調だったことを好感する流れが強かったよ

うだ。もっとも昨日の海外市場は、昨年１１月以来の高値を更新してきた原油価格の

上昇や朝から買われ始めたニューヨーク・ダウが終日堅調だったことで、安全通貨の

円を買う必要がない条件が揃っていた。２０－２１日に開催される「Ｇ７仙台財務相・

中央銀行総裁会議」まで模様眺めの相場が続きそうな気もするが、一応今晩以降に

相次いで発表される米国の経済指標や、ゴールデン・ウィーク中から５００ポイントほ

ど下落していた豪ドルが反応しそうな豪ＲＢＡ議事要旨や木曜日の雇用統計には要

注意だ。 
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